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共謀罪法案審議での不誠実な答弁をそのまま実演する「コッ
カイオンドク」。新潟市では超党派の市議団によって開催。
写真左は安倍首相役で出演する緑の党共同代表、中山均。

世界一高い供託金問題の当事者として、緑の党も応援して
いる供託金違憲訴訟。6月9日に開かれた第四回公判では、
弁護団の予想を上回る好展開に。※裏面に関連記事

木村真豊中市議（緑の党サポーター、写真中央）が原告とな
り、森友問題を世に知らしめた「国有地売却の公開を求める
行政訴訟」。第四回公判は8/17, 10:30。終了後デモも予定。

地球ひとつぶで生きる

地球ひとつぶで生きる

エコロジカルな
知恵

社会的
公正・正義

参加
民主主義　

非暴力・
平和

持続
可能性

多様性の
尊重

「
不
寛
容
」
と
「
寛
容
」
で
揺
れ
る
世
界

今
、
世
界
は
揺
れ
て
い
ま
す
。
紛

争
と
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
難
民
危

機
、
そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
気

候
変
動
、
タ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ
ン
問

題
、
格
差
の
拡
大
、
環
境
問
題
な

ど
、
多
く
の
政
治
的
課
題
が
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
国

民
国
家
の
枠
組
み
で
は
解
決
で
き

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
各
国

で
、
そ
ん
な
行
き
詰
っ
た
状
況
に
不

満
や
閉
塞
感
を
抱
く
人
々
を
取
り

込
み
、
排
他
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
急

速
に
台
頭
し
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
そ
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
存
在
で

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
国

民
戦
線
党
首
の
マ
リ
ー
ヌ
・
ル
ペ
ン

氏
、
オ
ラ
ン
ダ
自
由
党
党
首
の
ヘ
ル

ト
・
ウ
ィ
ル
ダ
ー
ス
氏
、「
フ
ィ
デ
ス

＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
市
民
同
盟
」
を
率
い

る
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
オ
ル
バ
ン
首
相
ら

移
民
排
斥
を
訴
え
る
極
右
の
政
治

家
が
支
持
を
集
め
、
勢
力
を
拡
大
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
「
不
寛
容
」
な
潮

流
に
ど
の
よ
う
に
立
ち
向
か
い
、
そ

し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
課
題
に
ど

う
取
り
組
め
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
答
え
は
、
緑
の
党
に
あ
り
ま
す
。

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
台
頭
を
阻
む
政

治
勢
力
と
し
て
の
緑
の
党

2
0
1
7
年
3
月
30
日
か
ら
4

月
2
日
、
E
Ｕ
離
脱
に
揺
れ
る
イ
ギ

リ
ス
の
リ
バ
プ
ー
ル
で
、
第
4
回
グ

ロ
ー
バ
ル
・
グ
リ
ー
ン
ズ
世
界
大
会

が
開
催
さ
れ
、
世
界
90
カ
国
か
ら

2
0
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。持

続
可
能
な
経
済
、
気
候
変
動
、
そ

し
て
民
主
主
義
を
守
り
強
く
す
る

と
い
う
3
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
を
柱

に
、
様
々
な
政
治
的
課
題
を
議
論

し
、
情
報
を
共
有
し
合
い
、
互
い
に

交
流
を
深
め
ま
し
た
。1
9
8
0
年

頃
に
誕
生
し
た
新
し
い
政
治
勢
力

で
あ
る
緑
の
党
は
、
誕
生
か
ら
30
年

余
り
で
世
界
中
に
根
を
は
り
、
枝
葉

を
広
げ
た
の
で
す
。
今
、
緑
の
党
は

力
強
い
女
性
や
L
G
B
T
の
リ
ー

ダ
ー
を
次
々
と
生
み
出
し
、
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
の
台
頭
を
阻
む
政
治
勢
力

と
し
て
、
存
在
感
を
高
め
て
い
ま
す
。

女
性
閣
僚
が
５
割
を
超
え
る
内
閣
、

同
性
婚
の
大
統
領
候
補
、
ベ
ー
シ
ッ

ク
イ
ン
カ
ム
導
入

基
調
講
演
を
行
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
緑
の
党
の
代
表
で
副
首
相
の
イ

ザ
ベ
ラ
・
レ
ヴ
ィ
ン
氏
は
、
高
ら
か

に
「
私
た
ち
は
世
界
初
の
、
女
性

が
過
半
数
を
占
め
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト

政
府
を
実
現
し
た
」
と
宣
言
し
ま

し
た
。
ま
た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
同

性
婚
を
公
表
し
た
初
の
大
統
領
候

補
で
あ
る
ペ
ッ
カ
・
ハ
ー
ヴ
ィ
ス
ト

氏
は
、「
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
を
導

入
し
、
新
し
い
経
済
の
か
た
ち
を
私

た
ち
が
つ
く
っ
て
い
こ
う
！
」
と
ス

ピ
ー
チ
し
、
満
場
の
拍
手
を
受
け
ま

し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
勝

利
が
示
し
た
希
望

大
会
直
前
の
2
0
1
7
年
3
月

に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
30
歳
の
若
き
党

首
ジ
ェ
シ
ー
・
ク
ラ
ー
ベ
ル
氏
が
率

い
る
緑
の
党
が
4
議
席
か
ら
14
議

席
に
躍
進
し
、
極
右
政
党
が
第
一
党

に
な
る
こ
と
を
阻
み
ま
し
た
。
ま

た
、2
0
1
6
年
12
月
に
行
わ
れ
た

オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
統
領
選
挙
で
は
、

排
外
的
な
極
右
政
党
の
候
補
を
破

り
、
緑
の
党
の
元
代
表
フ
ァ
ン
・
デ

ア
・
ベ
レ
ン
氏
が
大
統
領
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

大
会
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
や
オ
ー
ス

ト
リ
ア
か
ら
の
選
挙
運
動
の
報
告

が
、
熱
意
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
大
統
領
選
挙
で
は
、
幅
広
い

支
持
を
得
る
た
め
に
あ
え
て
保
守

的
な
政
策
を
打
ち
出
し
た
こ
と
、
オ

ラ
ン
ダ
緑
の
党
は
詳
細
な
分
析
に

基
づ
い
て
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
Ｐ
Ｒ

動
画
を
作
成
し
、
S
N
S
で
発
信

し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ど
ち
ら
も
共
通
し
て
い
た
の
は
、

若
者
を
中
心
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
各
地
で
戸
別
訪
問
を
は
じ
め

と
す
る
草
の
根
運
動
を
積
極
的
に

展
開
し
た
こ
と
で
、
地
道
な
運
動
の

大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

「
寛
容
が
不
寛
容
に
勝
っ
た
」
と
評

さ
れ
た
こ
れ
ら
の
勝
利
は
、
私
た
ち

に
と
っ
て
大
き
な
希
望
と
な
り
ま

し
た
。

各
国
に
衝
撃
を
与
え
た
原
発
事
故
自

主
避
難
者
の
ス
ピ
ー
チ

日
本
か
ら
は
総
勢
20
名
の
派
遣
団

が
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
最
大
の

成
果
は
、
福
島
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
避

難
・
移
住
さ
れ
た
園
田
美
都
子
さ
ん

の
ス
ピ
ー
チ
を
通
し
て
、
福
島
原
発

事
故
の
経
験
と
現
状
、そ
し
て
課
題
を

世
界
に
訴
え
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
福

島
原
発
事
故
の
全
容
す
ら
つ
か
め
な

い
な
か
政
府
が
原
発
の
再
稼
働
を
進

め
て
い
る
こ
と
、
放
射
線
被
曝
の
調
査

を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し
て
避
難

者
へ
の
支
援
を
打
ち
切
ろ
う
と
し
て
い

る
こ
と
な
ど
、日
本
の
深
刻
な
状
況
は

ほ
と
ん
ど
世
界
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
園
田
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
は
世
界
各

国
の
参
加
者
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、

私
た
ち
が
起
草
し
た
福
島
原
発
事
故

に
関
す
る
緊
急
決
議
案
に
、
20
カ
国

以
上
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

世
界
の
G
R
E
E
N
S
の
決
意
を
形

に
し
た
リ
バ
プ
ー
ル
宣
言

大
会
最
終
日
に
は
、
核
廃
絶
や
、
気

候
変
動
対
策
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
排

斥
へ
の
反
対
を
含
む
、
13
の
決
議
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
時
に

採
択
さ
れ
た
リ
バ
プ
ー
ル
宣
言
で
は
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
ら
「
悪
質
で
独
裁

主
義
的
な
指
導
者
と
右
翼
政
治
家
」が

「
政
治
的
か
つ
社
会
的
な
変
化
を
求

め
る
声
」
を
悪
用
し
て
い
る
と
指
摘

し
、「
私
た
ち
グ
リ
ー
ン
ズ
は
そ
の
対

極
に
い
ま
す
。私
た
ち
は
恐
怖
を
希
望

に
、
憎
し
み
を
慈
し
み
に
、
人
種
差

別
主
義
を
全
て
の
人
へ
の
尊
重
に
替

え
る
こ
と
を
求
め
ま
す
」
と
、
極
右

に
対
抗
す
る
選
択
肢
と
し
て
、
緑
の

党
を
位
置
付
け
ま
し
た
。

確
か
な
希
望
の
光
を
日
本
で
も
灯
し

て
行
こ
う

日
本
で
は
ま
だ
小
さ
な
緑
の
党
で

す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
グ
リ
ー
ン
ズ
を

通
じ
、
世
界
で
は
多
く
の
仲
間
が
、
同

じ
よ
う
に
原
発
に
反
対
し
、
女
性
や

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
権
利
を
訴
え
、
気

候
変
動
や
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
G
G
2
0
1
7
に
灯
っ
た

確
か
な
希
望
の
ひ
か
り
を
、
日
本
に

も
灯
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

緑
の
党
共
同
代
表
：
長
谷
川
羽
衣
子

世界は憂慮すべき危険な傾向にあり
ます。その傾向がもたらす課題に立

ち向かうために、多様な主体が団結し始め
ています。グローバル・グリーンズは、持
続的で公正、自由で民主的な変革の担い
手として、私たちに共通の価値観を追い求
める多くの戦いに参加してきました。世界
は私たちが未来世代から借りているに過
ぎません。その世界を未来の世代に返すた
めに必要とされる根本的変換を成し遂げ
るために、私たちはこの先も連携をより強
化することを誓います。
　環境危機、不平等、武力紛争が増大し
つつあり、政治的かつ社会的な変化を求め
る声が上がっています。悪質で独裁主義的
な指導者と右翼政治家が、その不満の声
を利用しています。ポピュリスト的手法を使
い、彼らは事実上全ての問題について、少
数派、反対派、「よそ者」、とりわけ移民と
難民申請者に責任を押し付けています。気

候変動あるいは緊縮財政そして社会分裂
などの現実の問題に対して、ロシア大統領
プーチン、米国大統領トランプ、トルコ大
統領エルドアン、フィリピン大統領ドゥテル
テなどの指導者たちは、虚構の解決策を示
しています。私たちグリーンズはその対極
にいます。私たちは恐怖を希望に、憎しみ
を慈しみに、人種差別主義を全ての人への
尊重に替えることを求めます。
　私たちグリーンズは実践的かつ理想的
な政治を提供します。多様性を尊重し、平
和を進め、真の民主主義を構築し、不平等
に疑問を呈し、とりわけ、自然と将来の世
代を尊重する社会を、私たちは信じます。 
私たちのグローバル・グリーンズ憲章に掲
げられるこれらの緑の価値観は、地球上の
緑の党に共通しています。 緑の党それぞれ
の多様性を尊重し、共通理念と実践的な
アプローチの両方を携えてアクションに活
かします。　　　　    ※宣言全文は党HP参照

リバプール宣言（前文）

答えは 　　　　にある！
極右が台頭する世界情勢と希望としての緑の党

緑の党

❶ ３０歳のジェシー・クラーベル率いるオランダ緑の党はオランダ第二院選挙（3/15）で４議席から１４議席へと躍進
❷ 無所属統一候補としてオーストリア大統領選挙に挑戦、激戦を制したファン・デア・ベレン（オーストリア緑の党元党首）

左から：スウェーデン副首相、環境相、国際開発担当相を歴任するイザベラ・ロビン（スウェーデン緑の党代表）／
マル・ガルシア（欧州緑の党事務総長）／ 2012年フィンランド大統領選で緑の党から出馬し、決選投票で惜敗したペッ
カ・ハビスト元環境相／イギリス下院議員選挙（6/8）で再選を果たしたキャロライン・ルーカス（英国緑の党共同代表）

日本からも総勢20名がグローバルグリーンズ大会に参加

❶ ❷



カンパにご協力を !

〒166-0002
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TEL 03-5364-9010　FAX 03-3223-0080

E-Mail greens@greens.gr.jp

城南信用金庫　高円寺支店（店番号036）　普通預金
口座番号:340392　名称:緑の党グリーンズジャパン

郵便口座　ゆうちょ銀行　
口座番号:00100-9-262967　名称:緑の党
　他金融機関からのお振り込みの場合　当座預金
　店名:〇一九（ゼロイチキュウ）　口座番号:262967

発行 : 緑の党 グリーンズジャパン　デザイン : TR. デザインルーム　印刷 : 株式会社ナポ　この印刷物は鉱物油成分の一部を大豆油等におきかえた植物油インキで印刷され、環境に配慮した資材と工場で製造されています。

最
も
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
影
響
が
大
き
い
の
が
都
議
選

1
9
9
3
年
の
日
本
新
党
の
躍
進
以
来
、
都
議

選
は
「
保
守
改
革
」
主
義
者
の
全
国
デ
ビ
ュ
ー
の

場
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
浮
動
票
が
多
く
、

組
織
の
締
め
付
け
が
効
か
な
い
が
ゆ
え
に
時
代
の

空
気
を
反
映
し
、
地
方
選
挙
で
も
っ
と
も
マ
ス
コ
ミ

報
道
の
影
響
が
大
き
い
選
挙
と
も
い
え
ま
す
。

今
年
７
月
２
日
都
議
選
で
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
が

49
議
席
獲
得
の
躍
進
、
自
民
党
は
23
議
席
の
惨
敗

と
な
り
ま
し
た
。
自
民
党
の
大
敗
の
原
因
は
自
民

党
国
会
議
員
の
暴
言
・
失
言
・
疑
惑
で
あ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
保
守
系
メ
デ
ィ
ア
が

率
先
し
て
選
挙
中
に
批
判
報
道
を
繰
り
返
し
た
こ

と
も
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

な
ぜ
メ
デ
ィ
ア
は
安
心
し
て
自
民
党
を
叩
い
た
の
か

「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
は
情
報
公
開
や
古
い
議
会

の
改
革
と
い
っ
た
注
目
す
べ
き
政
策
は
あ
り
ま
す

が
、「
成
長
し
続
け
る
都
市
・
東
京
へ
」
と
い
っ
た

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
根
本
は

都
市
間
競
争
を
重
視
す
る
政
策
群
を
持
っ
て
い
ま

す
。
連
想
す
る
の
は
先
行
的
に
首
長
が
代
表
と
な

り
地
域
政
党
を
立
ち
上
げ
た
2
0
1
0
年
設
立
の

大
阪
維
新
の
会
、
減
税
日
本
で
す
。
特
徴
と
し
て

市
民
の
「
無
駄
づ
か
い
批
判
」
を
原
動
力
に
主
に
社

会
保
障
分
野
で
の
政
府
の
役
割
を
縮
小
す
る
「
緊

縮
財
政
」
を
進
め
る
一
方
で
、
市
場
経
済
を
重
視

し
て
行
政
に
よ
る
投
資
や
規
制
緩
和
を
突
き
進
め

て
き
ま
し
た
。

市
場
経
済
を
重
視
し
、
経
済
活
性
化
に
役
立
つ

緑の党は東京都議会選挙で、6名の候補を推薦・支持・応援しました。推薦
は生活者ネットワークの小松久子さん（杉並区）、岡本京子さん（世田谷区）、き
くちやすえさん（練馬区）の3名と、民進党の松下玲子さん（武蔵野市）の計4名
です。支持は民進党の斎藤あつしさん（小平市）、応援は無所属で立候補した
緑の党副運営委員長（立候補のため休職）の漢人あきこさん（小金井市）です。

しかし、残念ながら5名が次点、１名が3位でした（詳しくは緑の党ＨＰ）。安
倍首相の加計問題のうえに選挙中の自民党議員の失態が連続したことや「自
民党か都民ファーストか」というマスコミ報道もあり、自民党への大逆風が吹
き荒れ、最終的には投票率の大幅アップによって大量の自民党批判票が都民
ファーストに流れました。この影響を受けて、緑の党の推薦・支持・応援候補
は厳しい結果となりました。

第三の選択肢を示した小金井市選挙区での大善戦
小金井市選挙区の結果は、都民ファース

ト公認候補16,039票、漢人あきこ13,531
票、自民党公認候補11,298、共産党推薦
候補4,879票。漢人さんは惜しくも2500
票差の次点でした。

しかし、無所属の漢人あきこさんは、市
民の幅広い支援と多くの市議会議員、ロー
カルな政治団体の共同した闘いで大善戦、自民党でも都民ファーストでもない
第三の選択肢の可能性を示しました。自民党と都民ファースト（公認・推薦）を
合計した得票率は、42選挙区のうち7割強の31選挙区が70％以上、10選
挙区が60％台でした。しかし小金井市選挙区は、58％と最も低く、唯一の50
％台でした。その健闘ぶりが特筆されます。

仮に共産党も含めた野党共闘が実現していれば、都民ファーストの候補者を
上回り、１人区で唯一の非自民・非都民ファーストの議席確保ができた可能性
が高く、その場合、野党共闘の「小金井モデル」として、全国から大きな注目
と希望を集めたはずです。市民的広がりと野党の広範な連携が実現すれば、１
人区でも勝てる可能性があることを示した選挙だと言えるでしょう。

緑の党の推薦・応援候補　善戦するも届かず

緑の党グリーンズジャパンは世界一高額な供託金の廃止を求める立場
から、供託金廃止キャンペーンを実施、街頭でのアピール行動や、各

自治体から「供託金を見直す意見書」を国にあげるアクションを進めていま
す。本訴訟には署名・傍聴・調査活動などで協力しています。去る６月９日
に東京地裁大法廷で開かれた第４回公判では原告被告双方に対して裁判長
から異例のコメントがあり、十分に主張立証を尽くさせた上で供託金制度の
合憲・違憲を判断しようという姿勢がうかがわれました。これはたった一回
の審理で合憲の判断を下した平成１１年判決とは大きく異なります。国政選
挙へ挑戦するために３００万円ないし６００万円の供託金が必要だったこの
制度が廃止されると、日本の民主主義は大きく前進します。ぜひ皆さんも供
託金違憲訴訟にご注目ください。
※詳しくは緑の党の特設サイト https://spue8y99.wixsite.com/justice をご覧ください。

安
倍
強
権
政
治
に
対
す
る
市
民
の
怒
り
と
閉
塞
感

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
安

保
法
制
や
共
謀
罪
な
ど
、
強
権
的
な
政
治
を
続
け
て
き

た
安
部
政
権
は
、
国
会
審
議
で
の
傲
慢
な
姿
勢
、「
森

友
・
加
計
学
園
問
題
」
で
次
々
と
浮
上
す
る
疑
惑
な
ど

で
支
持
率
が
低
下
し
、
先
の
都
議
選
で
は
歴
史
的
敗
北

を
喫
し
ま
し
た
。

ま
た
、
内
閣
支
持
率
浮
上
の
た
め
に
取
ら
れ
る
場
当

た
り
的
な
経
済
政
策
は
、
一
部
の
企
業
や
業
界
を
潤
し

て
も
、
出
口
が
見
え
ず
、
特
に
地
方
の
地
域
経
済
、
中

小
企
業
や
非
正
規
労
働
者
の
不
安
定
な
状
況
は
放
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
世
界
が
脱
原
発
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大

へ
と
転
換
す
る
中
で
、
福
島
原
発
事
故
の
当
事
者
で
あ

る
日
本
は
、
原
発
再
稼
働
と
輸
出
を
進
め
て
い
ま
す
。

国
政
も
都
政
も
「
改
憲
勢
力
」
が
第
一
党
に

安
倍
首
相
は
在
任
期
間
中
に
改
憲
を
実
現
す
る
こ
と

を
あ
き
ら
め
ず
、
自
民
党
総
裁
と
首
相
の
座
に
引
き
続

き
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
勢
力

も
、
国
政
に
進
出
し
た
と
す
れ
ば
明
確
な
改
憲
勢
力
で

あ
り
、
当
面
、
都
政
で
も
「
改
憲
」
勢
力
が
「
第
一
党
」

で
あ
る
状
況
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

世
界
中
で
深
ま
る
分
断
や
対
立
に
対
峙
す
る
政
治
勢
力
と
し
て

一
方
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
で
も
、
生
活
や
経
済
、

社
会
へ
の
市
民
の
不
安
は
、
社
会
保
障
を
受
け
る
貧
困

層
や
移
民
に
対
す
る
反
感
、緊
張
高
ま
る
周
辺
国
へ
の
反

発
と
な
っ
て
表
面
化
し
、
市
民
社
会
の
中
に
分
断
や
差

別
、
他
国
の
市
民
と
の
間
の
対
立
を
生
ん
で
い
ま
す
。
私

た
ち
の
歩
む
道
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
困
難
や
課
題
が
待
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
、
3
月
の

グ
ロ
ー
バ
ル
グ
リ
ー
ン
ズ
世
界
大
会
で
世
界
の
仲
間
た

ち
と
確
認
し
合
っ
た
よ
う
に
、
恐
怖
で
は
な
く
希
望
を
、

分
断
や
差
別
で
は
な
く
包
摂
と
人
権
の
尊
重
を
求
め
続

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
排
外
主
義
が
高
ま
る
欧
州

各
国
で
、
緑
の
仲
間
た
ち
は
大
き
な
希
望
も
生
み
出
し

て
い
ま
す（
※
１
面
記
事
）。

日
本
で
垣
間
見
え
た
希
望

日
本
で
も
、
先
の
都
議
選
で
私
た
ち
の
仲
間
で
あ
る

漢
人
あ
き
こ
さ
ん
は
大
善
戦
を
果
た
し
ま
し
た
。
多
様

で
幅
広
い
人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
実
現
す
べ
き
社
会

や
政
治
の
あ
り
方
、
人
間
と
自
然
と
の
あ
る
べ
き
関
係

を
訴
え
た
こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
望
む
社
会
の
あ
り

方
そ
の
も
の
で
も
あ
る
と
言
え
ま
す
。

安
倍
政
治
と
は
違
う
未
来
へ

間
も
な
く
衆
院
選
が
行
な
わ
れ
、
憲
法
「
改
正
」
国

民
投
票
も
行
な
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

今
か
ら
２
年
も
経
ず
に
統
一
自
治
体
選
と
参
院
選
を
迎

え
ま
す
。
他
の
野
党
や
市
民
の
仲
間
た
ち
と
の
連
携
・
協

力
を
一
層
強
め
つ
つ
、
そ
の
中
で
も
私
た
ち
は
、
安
倍
政

権
と
は
違
う
未
来
を
広
く
示
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
外
国
と
の
戦
争
や
放
射
能
を
心
配
す
る
こ
と

な
く
、豊
か
な
自
然
や
地
域
の
人
び
と
と
の
つ
な
が
り
の

中
で
、
質
素
で
も
心
豊
か
に
暮
ら
し
、
自
由
に
も
の
を
言

い
合
い
、
ど
ん
な
人
も
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
、
私

た
ち
は
訴
え
、
歩
み
続
け
ま
す
。

4/9 広島県庄原市議選 松本みのり 新 非会員
応援 残念

4/16
兵庫県宝塚市長選 中川ともこ 現 非会員

支持 当選

愛媛県伊方町議選 遠藤もと子 新 非会員
支持 残念

6/4 兵庫県尼崎市議選

酒井はじめ 現 会員
支持 当選

田中じゅんじ 現 サポーター
支持 残念

森村さやか 新 会員
支持 残念

山崎けんいち 新 会員
支持 当選

7/9 長野県下伊那郡
高森町議選 中川賢俊 現 会員

推薦 残念

と
思
う
か
ら
こ
そ
保
守
系
メ
デ
ィ
ア
も
「
安
心
」

し
て
自
民
党
叩
き
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。保
守
系
メ
デ
ィ
ア
や
経
済
人

に
は
も
と
も
と
「
保
守
二
大
政
党
」
論
が
強
く

あ
る
の
で
す
。都
議
選
の
結
果
は
国
政
に
広
が
っ

て
い
く
と
思
わ
れ
、
更
な
る
警
戒
が
必
要
で
す
。

「
緑
・
リ
ベ
ラ
ル
」
勢
力
で
対
抗
を

都
議
選
で
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
民
進
党

の
大
苦
戦
で
し
ょ
う
。
5
議
席
は
か
ろ
う
じ
て

確
保
し
た
も
の
の
、
か
つ
て
54
議
席
を
獲
得
し

て
い
た
政
党
の
後
継
と
は
思
え
な
い
惨
敗
で
す
。

1
9
8
9
年
に
29
議
席
ま
で
獲
得
し
た
社

会
党
は
、
二
大
政
党
の
一
翼
を
民
主
党
に
奪
わ

れ
た
後
、
2
0
0
1
年
に
は
ゼ
ロ
議
席
に
な
り

ま
し
た
。民
進
党
に
そ
の
姿
が
ダ
ブ
り
ま
す
。や

み
く
も
な
成
長
よ
り
も
福
祉
や
働
き
方
を
重

視
す
る
「
リ
ベ
ラ
ル
」
勢
の
凋
落
傾
向
は
確
実

な
状
況
で
す
。

ち
な
み
に
後
発
で
安
価
で
飲
み
や
す
い

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
」
を
も
じ
っ
て
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
自
民
党
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
「
自
民
党
A 

vs 

自
民
党
B
」
の
二
大
政
党
で
は
都
民
に
と
っ
て

あ
ま
り
に
選
択
幅
が
狭
い
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、

復
古
的
な
要
素
も
気
に
な
り
ま
す
。
小
池
氏
か

ら
代
表
を
引
き
継
い
だ
野
田
数
氏
の
過
去
の
言

動
を
見
て
も
、
市
場
経
済
優
先
と
復
古
主
義
を

合
わ
せ
た
「
保
守
以
上
の
極
右
」
的
な
要
素
も

あ
り
ま
す
。
都
民
の
選
択
肢
が「
保
守
vs
極
右
」

で
は
救
わ
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
は
「
現
実
を
踏
ま
え
つ
つ
理
念
を
追
求
す

る
」
リ
ベ
ラ
ル
勢
力
が
二
つ
の
政
治
勢
力
に
割
っ
て

入
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
総
選
挙
及
び
都
議

選
で
は
緑
の
党
は
リ
ベ
ラ
ル
の
一
翼
を
担
い
、「
緑
・

リ
ベ
ラ
ル
」
勢
力
で
自
民
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
二

大
政
治
勢
力
に
対
抗
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

＜国政選挙に大きく関連する都議選の選挙結果＞
1993年　日本新党がゼロから20議席を獲得 ▼ 直後の衆院選でも勝利し、連立政権を樹立
2001年　小泉内閣発足後の自民党が53議席の大勝利 ▼ その後の小泉内閣の長期政権へ
2009年　民主党が20議席増54議席の大勝 ▼ 直後の衆院選で政権交代
2013年　再政権交代後の安倍自民党が59議席の大勝利 ▼ その後の安倍内閣の長期政権へ

自民、都民ファーストの二大政治勢力に「緑・リベラル」の対立軸を
緑の党副運営委員長：井奥雅樹

緑
の
党
共
同
代
表
：
中
山
均

緑の未来に向けて　恐怖ではなく希望を、分断や差別ではなく包摂と人権の尊重を 

　自治体選挙結果（都議選をのぞく）
展望が開けてきた供託金違憲訴訟

2017
2013
2009
2005
2001
1997
1993

都民ファ 自民 民進
民主

公明 共産 ネット 維新 無所属その他

みんな

日本新党 社会
民社

社民

諸派

諸派

55
59

38
48
53 22 23 15
54 26 24 12

44 25 13

35 23 13
54 23 8
15 23 17
23 5 23 19

都議選における政党別議席数

東京都議選　自民党の歴史的敗北　市民との連携で野党共闘にさらなる広がりを

声明


